
港
町
ブ
ル
ー
ス―

―
―

文
語
譯
と
英
譯 

高
田
友 

１
背
伸
び
し
て
見
る
海
峡
を 

今
日
も
汽
笛
が
遠
ざ
か
る 

あ
な
た
に
上
げ
た
夜
を
返
し
て 

港
、
港
函
館
、
通
り
雨 

 

君
の
歸
り
來
れ
る
に
あ
ら
ず
や
と 

爪
先
立
ち
て
沖
を
望
む
こ
と
切
な
り
。 

あ
あ
、
こ
た
び
ま
た
、
汽
笛
の
音
消
え
行
く
や
悲
し
。 

我
が
與
へ
た
る
夜
、
汝

何

爲

償

な
ん
ぢ
な
ん
す
れ
ぞ
つ
ぐ
な

は
で
あ
る
べ
け
ん
。 

今
日
は
函
館
。
あ
て
ど
な
き
身
に
驟
雨
の
降
り
か
か
る
。 

 I am
 lo

o
k
in

g
 to

 th
e strait, stan

d
in

g
 o

n
 tip

to
e, 

F
ro

m
 w

h
ere steam

 w
h

istles are h
eard

 d
yin

g
 aw

ay. 

G
ive m

e b
ack

 th
e n

ig
h

t I g
ave yo

u
. 

T
h

is is H
ako

d
ate, th

e p
o

rt to
w

n
. 

H
ere co

m
es th

e rain
, 

It is a p
assin

g
 sh

o
w

er. 

 

２ 

流
す
淚
で
割
る
酒
は 

 

騙
し
た
男
の
味
が
す
る 

 

あ
な
た
の
影
を
引
き
ず
り
な
が
ら 

 

港
、
港
釜
石
、
氣
仙
沼 



 

す
で
に
醉す

ゐ

殺さ
つ

し
て
身
を
亡
ぼ
せ
り 

知
る
や
君
、
酒
を
割
る
は
水
に
あ
ら
で
我
が
淚
な
り
と
。 

酒
に
耽
溺
す
と
い
へ
ど
も
、
去い

ん
じ
君
を
忘
る
る
能
は
ず
。 

あ
あ
、

妾
こ
こ
も
と

、
何
に
か
呪
縛
せ
ら
れ
た
る
。 

昨
日
釜
石
、
今
日
氣
仙
沼
。 

 I am
 g

ivin
g

 m
yself u

p
 to

 d
rin

k
in

g
, 

D
ash

in
g

 liq
u

o
r w

ith
 m

y tears, rath
er th

an
 w

ith
 w

ater. 

W
h

ich
 tastes o

f a m
an

 w
h

o
 th

rew
 m

e o
ver. 

S
till I can

’t erase h
im

 fro
m

 m
y m

em
o

ry. 

A
m

 I b
o

u
n

d
 w

ith
 a sp

ell?
 

Y
esterd

ay K
am

aish
i, to

d
ay K

esen
n

u
m

a, 

 

３
呼
ん
で
屆
か
ぬ 

人
の
名
を 

 

こ
ぼ
れ
た
酒
と 

指
で
書
く 

 

海
に
淚
の 

あ
あ
愚
痴
ば
か
り 

 

港 

別
府 

長
崎 

枕
崎 

 

君
の
名
を
呼
べ
ど
も 

屆
く
由
ぞ
な
き 

指
を
酒
に
付
け
て 

そ
の
文
字
を
書
く 

愚
痴
よ
り
出
づ
る
我
が
淚 

む
な
し
く
海
に
散
る
の
み 

別
府
を
出
で
て
長
崎 

つ
ひ
に
枕
崎
に
至
る 

 



H
o

w
ever I call yo

u
r n

am
e, 

T
h

ere is n
o

 w
ay fo

r m
y vo

ice to
 reach

 yo
u

. 

I p
u

t m
y fin

g
er in

 th
e rice w

in
e, 

W
ritin

g
 yo

u
r n

am
e o

n
 th

e tab
le w

ith
 it. 

M
y co

m
p

lain
t m

o
ves m

e to
 tears, w

h
ich

 sh
ed

s in
to

 th
e sea. 

I started
 fro

m
 B

ep
p

u
, d

ro
p

p
in

g
 in

 N
ag

asak
i an

d
 n

o
w

 in
 M

ak
u

razak
i. 

 

４
分
か
れ
り
ゃ
三
月 

待
ち
わ
び
る 

女
心
の 

や
る
せ
な
さ 

明
日
は
要
ら
な
い 

今
夜
が
欲
し
い 

港 

高
知 

高
松 

八
幡
濱 

 

君
を
見
る
能
は
ず
し
て
早
幾
月
ぞ
。 

忍
ぶ
る
に
弱
り
も
ぞ
す
る
我
が
玉
の
緖
。 

女
の
思
ひ
、
君
知
ら
ず
や
。 

今
宵
、
見ま

み

ゆ
る
を
得
た
ら
ん
に
は
、 

我
が
身
に
明
日
の
來
ら
ず
と
も
何
か
あ
る
。 

あ
あ
、
い
づ
れ
の
港
に
て
。
高
知
、
高
松
、
八
幡
濱
。 

 It is alread
y th

ree m
o

n
th

s sin
ce yo

u
 left m

e. 

H
ard

ly can
 I w

ait fo
r yo

u
 an

y lo
n

g
er. 

Y
o

u
 d

o
n

’t u
n

d
erstan

d
 th

e p
sych

o
lo

g
y o

f a w
o

m
an

. 

I w
o

u
ld

n

’t m
in

d
 to

m
o

rro
w

 n
o

t co
m

in
g

 to
 m

e. 

If o
n

ly I co
u

ld
 see yo

u
 to

n
ig

h
t. 



P
o

rt to
w

n
s, K

o
ch

i, T
ak

am
atsu

 an
d

 Y
ah

atah
am

a. 

（
令
和
三
年
十
二
月
二
十
五
日
受
附
） 

 


